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☎　03－5978－（下記☎参照）

主 な 授 業 科 目
（職名）： （氏名）

平成27年5月1日現在

☎　03－5978－（下記☎参照）

授 業 科 目

Name

耳塚　寛明 教育社会学

MIMIZUKA Hiroaki

☎(5245) e-mail: mimizuka.hiroaki@ocha.ac.jp

米田　俊彦 近代教育史

YONEDA Toshihiko

☎(2554) e-mail: yoneda.toshihiko@ocha.ac.jp

三輪　建二 生涯学習研究特論

MIWA Kenji

＃ ☎(5253) e-mail: miwa.kenji@ocha.ac.jp

池田　全之 教育思想特論

IKEDA Takeyuki

☎(5243) e-mail: ikeda.takeyuki@ocha.ac.jp

浜野　隆 教育開発論特論(理論)

HAMANO Takashi

☎(5248) e-mail: hamano.takashi@ocha.ac.jp

冨士原　紀絵 カリキュラム研究論

FUJIWARA Kie

　 ☎(5472) e-mail: fujiwara.kie@ocha.ac.jp

石口　彰 認知科学基礎論

ISHIGUCHI Akira

　 ☎(5262) e-mail: ishiguchi.akira@ocha.ac.jp

坂元　章 社会心理学特論（理論）

SAKAMOTO Akira

☎(5257) e-mail: sakamoto.akira@ocha.ac.jp

菅原　ますみ 人格発達論

SUGAWARA Masumi

 ☎(5270) e-mail: sugawara.masumi@ocha.acjp

大森　美香 健康心理学特論

OMORI Mika

☎(2561) e-mail: omori.mika@ocha.ac.jp

上原　泉 発達心理学特論

UEHARA Izumi

☎(5259) e-mail: uehara.izumi@ocha.ac.jp

藤田　宗和 非行臨床心理学特論

FUJITA Munekazu

☎(5187) e-mail: fujita.munekazu@ocha.ac.jp

篁　倫子 障害臨床心理学特論

TAKAMURA Tomoko

☎(5784) e-mail: takamura.tomoko@ocha.ac.jp

青木　紀久代 発達臨床心理学特論

AOKI Kikuyo

☎(5772) e-mail: aoki.kikuyo@ocha.ac.jp

伊藤　亜矢子 臨床心理学特論（理論）

ITO Ayako

☎(5266) e-mail: ito.ayako@ocha.ac.jp

岩壁　茂 臨床心理学特論（実践）

IWAKABE Shigeru

☎(5780) e-mail: iwakabe.shigeru@ocha.ac.jp

平岡　公一 社会福祉論

HIRAOKA Koichi

☎(5246) e-mail: hiraoka.koichi@ocha.ac.jp

坂本　佳鶴恵 社会意識論

SAKAMOTO Kazue

　 ☎(5172) e-mail: hashimoto.sakamoto.kazue@ocha.ac.jp

杉野　勇 社会集団論

SUGINO Isamu

☎(5171) e-mail: sugino.isamu@ocha.ac.jp

Associate
Professor

准教授

Associate
Professor

准教授

Associate
Professor

Professor

【社会学（社会意識論、家族論、コミュニケーション論）】人々の意識と社会の変化との関係を理論的実証的
に究明する。人々の日常行動及びメディアを媒介としたコミュニケーションによって、アイデンティティ、家
族、ジェンダー、共同体などがどのように構築され、変化していくかを研究する。

：

：

准教授

：

応用社会学コース　Applied Sociology

【カウンセリング心理学】①カウンセリングと心理療法の過程・効果研究。②異なる人格理論、心理療法理論
の統合に関する研究。③心理臨床家の職業的発達に関する研究。

【社会政策論、社会福祉（特に高齢者福祉）】社会政策（所得保障・医療保障・社会福祉・住宅政策等）、と
りわけ高齢者福祉政策の理論的・実証的・政策科学的研究、および社会学的観点からの福祉国家研究を行って
いる。

：

Professor

准教授

教授

教授

Professor

Professor

教育科学コース　Educational Sciences

Professor

准教授

教授

Professor

教授

Professor

教授

教授

Professor

教授

教授

：

：

：

教授

：

Professor

Associate
Professor

発達臨床心理学コース　Developmental and Clinical Psychology

【犯罪・非行心理学】発達臨床的視点から、犯罪者・非行少年の性格等の形成、その背景要因についての実践
的研究。【臨床心理学】投映法心理テストの反応産出のプロセスについての実証的研究。

：

【教育社会学】学校教育の選抜・配分機能について、(1) 教育選抜と社会階層、(2) 学校組織・文化と選抜過
程、(3) 教育選抜の帰結（階層再生産や学歴社会形成）をテーマとした理論的・実証的研究を進めている。

人間発達科学専攻 Human Developmental Sciences

【認知心理学】視覚を中心とした人間の感性能力の研究が専門である。３次元視空間の認知やその感性的評
価、あるいは創造性や感性表現などに及ぼす心理学的・生物学的・発達的・比較文化的要因を検討する。

【国際教育開発・協力】アジア・アフリカを中心とした発展途上国における教育の現状、国際機関の役割、国
際協力のあり方などを具体的に検討している。研究の成果を実際の国際協力の実践に活用できるよう、現場と
の連携を常に念頭においている。

＊印の教員は、平成29年3月31日付けで定年退職予定または、平成28年度研究指導は行わない者。＃印の教員は、平成28年度授業は行わない者。

教授

Professor

：

【生涯学習論・成人教育学】生涯学習を政策・制度面よりは学習する成人に即して考察する。アンドラゴジー
をはじめ成人の発達および成人の学習や学習支援のあり方、省察的実践、学習する組織、実践コミュニティ論
などを検討する。

研 究 テ ー マ ま た は 研 究 分 野
（博士前期課程における主な授業科目

名）
（研究テーマ、研究分野）

【教育制度・政策史】近・現代日本の教育制度の変遷、あるいは教育制度改革をめぐる論議や意思決定過程を
対象とする制度・政策史研究や、制度・政策の浸透ないし実現過程の分析としての実態史研究を進めている。

Professor

研 究 テ ー マ ま た は 研 究 分 野

教授

Professor

(所属専攻）
(所属コース）

：

担 当 教 員

人間文化創成科学研究科（博士前期課程）担当教員一覧

准教授 【カリキュラム論・教育方法学】近現代日本の学校教育において、公的な教育内容・方法の組織された教育課
程と、個々の学校レベルあるいは日々の事業の実践として展開されているカリキュラムとの関係について研究
を行っている。

：

【発達心理学】幼児期の認知発達の研究を中心に行っている。皆に共通する発達過程と環境や文化の影響を受
けやすい発達過程に関心をもつ。

【健康心理学・臨床心理学】心身の健康と心理社会的要因の関連に関する研究を主としている。特に青年期以
降の（１）ヘルスリスク行動、健康促進行動、食行動、（２）感情、認知、ストレス、ストレスマネジメント
の方法、に関わる問題を扱っている。

教授

Professor

：

：

教授

【メディア心理学】新聞、テレビ、テレビゲーム、インターネット、ケータイなどのメディアによって人間の
行動や発達にどのような影響があるかなどを検討する。

【人格形成をめぐる発達環境論】主に乳児期から青年期までを対象として、パーソナリティの発達や精神病理
の発現に関わる子どもの側の要因（遺伝子関連要因を含む）と養育・教育環境との関連についての研究。

：

：

【教育哲学】18世紀以降のドイツにおける人間形成論、とりわけ、ドイツ観念論や実在哲学やフランクフルト
学派の思想を中心に、近代社会と理性の運命、そこから派生する人間的自由の成立条件や美の救済機能の検討
を進めている。

：

Associate
Professor

【学校臨床心理学・コミュニティ心理学】子どもの発達支援を臨床心理学・コミュニティ心理学の視点から検
討する。特に、予防プログラム、スクールカウンセリング、学級風土に着目した学校コンサルテーション等。

【障害臨床論】①発達障害のある子どもと家族への心理教育的支援、②ハイリスク児と障害発生との関連につ
いての研究、③親のメンタルヘルスと支援方法。

：
【発達臨床心理学】①母子相互作用と乳幼児の人格形成の関連を現代精神分析理論と発達心理学双方の視点か
ら検討する。②子育て支援、保育場面での心理臨床の実践的研究。③学校メンタルヘルスに関する国際比較研
究。

Associate
Professor

：

心理学コース　Psychology

【理論社会学・社会調査論】法や規範についての理論社会学的な考察と、紛争、階層、家族についての実証的
調査研究を行っている。

なお、平成28年3月31日付けで定年退職予定の教員は記載されていない。
＜記載事項＞

担 当 教 員

Position

☎　03－5978－（連絡先番号） （連絡先メールアドレス）
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平成27年5月1日現在

☎　03－5978－（下記☎参照）

授 業 科 目

Name

榊原　洋一 小児医療論特論

SAKAKIHARA Yoichi

＊ ☎(5477) e-mail: sakakihara.yoichi@ocha.ac.jp

柴坂　寿子 子ども行動学特論

SHIBASAKA Hisako

☎(5771) e-mail: shibasaka.hisako@ocha.ac.jp

小玉　亮子 比較教育文化特論

KODAMA Ryoko

☎(5342) e-mail: kodama.ryoko@ocha.ac.jp

浜口　順子 保育学特論

HAMAGUCHI Junko

　 ☎(5826) e-mail: takeuchi.hamaguchi.junko@ocha.ac.jp

刑部　育子 保育実践論特論

GYOBU Ikuko

☎(5527) e-mail: gyobu.ikuko@ocha.ac.jp

教授

Professor

担 当 教 員

准教授

教授

Professor

人間発達科学専攻 Human Developmental Sciences

：
【小児科学・小児神経学・発達障害学】子どもの発達とその障害について、小児医学、脳科学的な視点から研
究をしている。

教授

研 究 テ ー マ ま た は 研 究 分 野

【保育学・幼児教育学】保育・教育現場と協働する多義的な保育者養成のプロセスと方法、理論を考える。子
ども観、保育思想の人間学的研究。

：

Position

保育・児童学コース　Child Studies

Professor

：
【比較教育文化論】次世代育成に関わる文化の総体を教育文化ととらえ、幼児教育と家庭教育を中心とした比
較教育文化/社会史的研究を行っている。

教授

Professor

【子ども行動学】比較行動学の方法論に基づいた子どもの行動の研究。主に幼稚園児のクラス集団における仲
間関係の動態・コミュニケーション・仲間文化について観察研究を行っている。

【幼児教育学・発達心理学】保育・教育実践の現場に関心をもち、学習論・発達論の観点から保育・教育に関
する実践的研究を行っている。

Associate
P f

：

：


